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　人ロの動き
一6月1日現在一
男4，267（一1）
女4，337（一3）
計　　8，604（一4）

世帯数2，255（十1）

　　（）は前月比較



皆
さ
ん
の
ご
参
加
を

町
誕
生
四
十
周
年
記
念
事
業

　
今
年
は
川
西
町
誕
牛
四
十
周
年
に
当

た
り
ま
す
。
こ
れ
を
記
念
す
る
の
に
ふ

さ
わ
し
い
事
業
を
と
、
昨
年
十
二
月
に

町
内
各
層
の
代
表
か
ら
な
る
合
併
四
十

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
設
け
、

ご
検
討
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
に
基
づ
き

一
、
三
九
八
万
円
の
予
算
計
上
を
し
ま

し
た
。
各
事
業
の
細
部
に
つ
い
て
は
、

庁
内
に
設
け
た
実
行
委
員
会
で
検
討
を

重
ね
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ま
し
た
。

実
施
時
期
等
に
つ
い
て
検
討
中
の
も
の

も
あ
り
ま
す
が
、
適
宜
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
各
項
目
ご
と
に
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

◆
記
念
事
業
テ
ー
マ

　
　
　
　
き
ょ
ヤ
り
ど

　
『
わ
が
郷
土
　
愛
し
育
て
て
四
十
年

　
　
か
わ
に
し
は
今
新
世
紀
へ
』

◆
町
の
未
来
を
考
え
る
事
業

○
「
町
の
将
来
」
と
題
し
た
作
文
募
集

　
小
学
校
四
年
生
か
ら
中
学
校
三
年
生

ま
で
を
対
象
に
「
町
の
将
来
」
に
つ
い

て
を
作
文
に
し
て
も
ら
い
、
優
秀
者

（
小
学
校
の
部
は
各
学
年
で
一
人
づ
つ
、

中
学
校
の
部
は
一
人
）
は
、
国
際
青
少

年
研
修
協
会
主
催
の
海
外
研
修
旅
行
に

招
待
し
ま
す
。
ま
た
、
優
秀
作
品
に
つ

い
て
は
式
典
時
に
発
表
し
ま
す
。

○
キ
ジ
、
山
ゆ
り
の
保
護
増
殖
事
業

　
仙
田
地
区
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得

て
、
仙
田
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
キ
ジ

一
五
〇
羽
の
放
鳥
を
計
画
（
九
月
下
旬

～
十
月
上
旬
を
予
定
）
。
山
ゆ
り
の
保
護

の
た
め
、
趣
旨
普
及
用
の
標
柱
看
板
を

十
数
本
、
山
道
や
群
生
地
等
に
設
置
し

ま
す
。
ま
た
、
増
殖
活
動
と
し
て
、
中

子
の
山
林
や
松
屋
織
物
㈱
裏
の
花
壇
に

球
根
を
植
え
ま
す
（
十
一
月
上
旬
）
。

○
「
想
い
の
場
」
の
造
成

血
ラ

う

繹
燃
辮
癒
驚
税
藁
捌
・
鶏
繭
晦
圏
難
縫

康
櫟
険
税
棄
側
・
翔
瀬
驚
職
鐵
の
給
懸

雄
欄
、
奮
る
条
捌
⑳
心
部
醗
鐙
、
講
潟
漿

溝
隣
翻
鐵
簿
灘
撹
維
馨
饗
維
織
漢
る
雛

灘
、
灘
襲
國
藩
の
数
の
贈
翻
及
ぴ
講
潟
繋

蒲
防
國
鐵
等
灘
横
維
馨
規
約
の
変
饗
、

嬢
燐
慰
欝
慶
辮
爾
購
心
般
嚢
謙
補
羅
漿

算
）
瀞
承
認
き
れ
、
続
騨
驚
、
索
細
國

氷
讐
橋
蓋
部
霊
（
製
礁
・
架
識
）
工
箏

の
講
負
契
約
、
察
の
変
麗
離
霧
淡
愚
総

諜
し
驚
。

避盾て40年’かわにしば轡　
ナ
カ
ゴ
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
芝
生
広

場
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
を
設
置
し
ま

す
（
六
月
中
）
。

○
「
ふ
る
さ
と
案
内
人
（
仮
称
）
」
養

　
成
事
業

　
町
の
名
所
、
観
光
施
設
、
文
化
財
、

ま
つ
り
な
ど
、
広
く
町
を
紹
介
で
き
る

人
材
の
育
成
。
登
録
と
案
内
ル
ー
ト
づ

く
り
。
八
年
度
は
資
料
収
集
を
中
心
に

行
い
ま
す
。

◆
記
念
の
催
し

○
か
わ
に
し
大
ま
つ
り

　
各
地
域
で
散
発
的
に
行
わ
れ
て
い
る

農
業
祭
や
文
化
祭
、
芸
能
祭
、
青
空
市

な
ど
を
ま
と
め
、
秋
の
か
わ
に
し
大
ま

つ
り
と
し
て
定
着
さ
せ
る
（
各
種
団
体

と
調
整
中
、
十
一
月
二
日
・
三
日
を
予

定
）
。

○
「
祝
川
西
町
誕
生
四
十
周
年
」
の
冠

　
事
業

①
庚
塚
野
球
場
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ

　
ン
記
念
事
業
（
招
待
野
球
試
合
。
六

　
旦
二
＋
日
）

②
ナ
カ
ゴ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ゴ
ル
フ
場
オ
ー

　
プ
ン
記
念
事
業
（
九
月
一
日
）

③
町
民
体
育
祭
（
十
月
十
日
）

④
川
西
雪
ま
つ
り
（
三
月
一
日
～
二
日
）

◆
記
念
を
刻
む

○
記
念
誌
の
発
行

　
誕
生
か
ら
の
主
な
出
来
事
で
つ
づ
る

四
十
年
史
。
一
九
九
六
年
町
勢
要
覧
と

と
も
に
お
届
け
し
ま
す
。

○
「
川
西
町
」
の
標
識
設
置

　
町
の
主
要
道
路
の
出
入
口
に
印
象
的

な
標
識
を
設
置
し
ま
す
。

○
「
故
中
村
町
長
顕
彰
碑
」
の
移
転

○
．
四
十
歳
の
川
西
町
」
空
中
写
真
の
②

　
作
成
と
小
中
学
校
へ
の
掲
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
川
西
町
全
域
の
五
千
分
の
一
の
写
真
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6

を
作
り
（
二
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
四
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
額
に
入
れ
　
8

て
各
小
中
学
校
と
役
場
に
掲
示
し
ま
す
。

◆
記
念
式
典

　
九
月
五
日
午
前
十
時
か
ら
川
西
中
学

校
で
挙
行
。
功
労
者
等
の
表
彰
及
び

「
町
の
未
来
」
の
優
秀
作
文
表
彰
と
発

表
、
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
の
開
封
と
新
規

収
納
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
行
い

ま
す
。

町
長
室
か
ら
こ
ん
に
ち
わ

　
皆
様
、
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
か
。

今
月
号
か
ら
、
年
四
回
位
の
予
定
で
、

表
題
の
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
最
近
「
広
報
無
線
を
分
か
り
易
く
」

と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
私
も
気

掛
り
で
し
た
が
、
ご
指
摘
の
よ
う
に
、

火
急
の
伝
達
に
し
て
は
、
要
領
を
得
て

い
な
い
感
じ
で
す
。

　
私
も
、
か
つ
て
軍
隊
生
活
の
経
験
が

　
　
　
せ
っ
こ
う
　
　
　
　
　
　
よ
う
た
い
　
　
　
い
　
つ

あ
り
、
斥
候
（
注
）
の
要
諦
は
「
何
時
、

ど
　
こ

何
処
で
、
何
が
、
ど
れ
だ
け
、
ど
う
な

っ
た
」
で
構
成
さ
れ
、
そ
の
ど
れ
一
つ

欠
け
て
も
、
情
報
伝
達
と
し
て
は
不
十

分
で
あ
る
、
と
教
え
ら
れ
た
も
の
で
し

た
。
　
た
ま
た
ま
、
こ
の
事
を
年
配
の
日
刊

紙
記
者
の
方
に
話
し
た
と
こ
ろ
、
　
「
自

分
も
新
人
当
時
は
、
次
の
よ
う
に
徹
底

的
に
叩
き
込
ま
れ
た
も
の
…
…
」
と
懐

し
そ
う
に
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

　ろく

か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
に

「
六
何
の
法
則
」
と
い
い
、
何
（
≦
言
梓
）

な
ぜ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ

何
故
（
≦
げ
『
）
何
時
（
≦
げ
①
昌
）

ど
　
こ
何
処
で
（
≦
げ
①
『
①
）
誰
（
≦
げ
。
）

い
　
か

如
何
に
し
て
（
頃
。
譲
）
で
成
り
立
ち
、

新
聞
記
事
の
記
述
だ
け
で
な
く
、
警
察

で
は
、
犯
罪
捜
査
の
鉄
則
で
も
あ
る
そ

う
で
す
。

　
私
は
、
新
聞
記
者
や
警
察
の
仕
事
に

限
ら
ず
、
私
ど
も
の
日
常
生
活
に
お
い

て
も
大
切
な
言
葉
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
例
え
ば
、
こ
の
言
葉
を
平
素
身
に
付

け
て
い
れ
ば
、
広
報
無
線
で
お
知
ら
せ

す
る
場
合
に
限
ら
ず
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
各

般
に
役
立
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。（
注
）
斥
候
と
は
、
敵
情
、
地
形
そ
の
他
、

諸
般
の
状
況
を
偵
察
、
捜
索
さ
せ
る
た

め
、
部
隊
か
ら
派
遣
す
る
少
数
の
兵
士

（
広
辞
苑
に
よ
り
）



越
後
三
山
を
仰
ぐ
景
勝
地
。
工
事
は
順

調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
多
3
1
撮
影

幽騨隔撰健薯國紬【24区回】

分譲価格表
土　地　面　積 m2当たり

単　　　イ面
分譲イ面格
　　　　　　　　　円

区　画
番　号 m2 坪

1 360．00 109．09 29，500 10，620，000

2 360．00 109．09 29，500 10，620，000

3 315．00 95．45 28，500 8，977，500

4 325．00 98．48 29，500 9，587，500

5 365．00 110．60 29，500 10，767，500

6 330．00 100．00 28，500 9，405，000

7 330．00 100．00 28，500 9，405，000

8 330．00 100．00 29，500 9，735，000

9 310．00 93．93 29，500 9，145，000

10 310．00 93．93 28，500 8，835，000

l　I 310．00 93．93 28，500 8，835，000

12 325．00 98．48 29，500 9，587，500

13 325．00 98．48 27，500 8，937，500

14 325．00 98．48 27，500 8，937，500

15 370．00 112．12 27，500 10，175，000

16 315．00 95．45 27，500 8，662，500

17 310．00 93．93 29，500 9，145，000

18 330．00 100．00 26，500 8，745，000

19 310．00 93．93 27，500 8，525，000

20 475．00 143．93 26，500 12，587，500

21 310．00 93．93 27，500 8，525，000

22 330．00 100．00 26，500 8，745，000

23 430．00 130．30 26，500 11，395，000

24 465．00 140．90 25，500 11，857，500

※　各区画の面積は、造成工事完了後の確定測量により
7月中旬に決定されます。従って、上表の面積・分譲
価格に若干の変動が生じます。

分譲地は下図
團部分

畑

麟

幽

麹

　　　欝畑　　　　　田中勝一
　　　　　◎ん宅

．無／議・

緑地

綿、

、欝

隠

P
1
総

鑛柔

騰

灘鍵

際

ll

随P

響

纂

踏
勤

獄殉

譲

鱗

雛

辮　　覇

　　　十日町地域土地開発公社川西事務所では、昨
　　年から中野田原東側（発電所通り東）に総事業
　　費約3億2千万円を投じて住宅団地を造成中で
　　す。工事は6月末の完成に向けて仕上げの段階
　　に入っています。
　　　この住宅団地の分譲申し込みを、下記の要領
　　で受け付けます。ご希望の方は役場開発課（十
　　日町地域土地開発公社川西事務所）にお申し込
　　みください。
【物件概要】

地
目
数
路
設

在
　
画

所
地
区
道
施

－
∩
∠
3
4
「
D

川西町大字山野田地内
宅地

24区画

W二6．Om
上下水道引込済

鉄塔

【分譲条件】

1　申し込み資格　居住の用に供する住宅を必要とする方で、
　不動産業等営利を目的としない方。

2　申し込み方法　開発課備え付けの申込書に必要事項を記
　入のうえ申し込んでください。

3　分譲の決定　分譲地の決定は、1区画に複数の希望者が
　いるときは抽選で行いますので、第1希望・第2希望等を
事前にご家庭でご相談のうえ、抽選会場へお越しください。

　なお、申し込みされた方でも、当日出席されない方につ
いては棄権となります。

4　売買契約と土地代金納入
　契約の日から30日以内に、土地代金の80パーセント以上
　を、所有権移転登記完了時に残額を納入していただきます。

5　その他　契約の日から10年以内は、転売、賃貸はできま
せん。契約に要する印紙代及び所有権移転登記に要する費
用は、購入者の負担になります。
【申し込み受付期間】

　6月10日～6月25日　（期限厳守のこと。郵送の場合の消
印は6月21日まで有効）
　なお、抽選日は6月28日の予定ですが、詳細については
申込者に直接お知らせします。

　　　　　　　　　　i難課

　　麟懸謙難懸雛騰鋤獺纏線鋤輔

馨

　北野満
δん宅

型羅姿郎｝さん宅 準覇陣墾’㌦

韓穫どぞ瀞 』！

，
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わ
か
っ
て
い
る
よ
う
で
わ
か
ら
な
い

の
が
自
分
自
身
の
健
康
で
す
。

　
私
た
ち
は
、
体
の
不
調
を
感
じ
る
と

病
院
へ
行
き
ま
す
。
し
か
し
、
自
覚
症

状
が
な
く
健
康
に
自
信
が
あ
る
と
、
自

分
の
体
へ
の
配
慮
を
欠
き
、
無
理
を
重

ね
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

　
特
に
成
人
病
は
、
長
い
間
の
無
理
の

積
み
重
ね
が
原
因
と
な
る
た
め
、
症
状

は
急
に
は
現
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
深
く
静

か
に
進
行
し
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
の
健
康
状
態
は
そ
の
と
き
ど

き
に
よ
り
変
化
し
ま
す
が
、
年
を
重
ね

る
ご
と
に
い
ろ
い
ろ
な
症
状
と
し
て
現

わ
れ
て
き
ま
す
。
昨
年
の
住
民
検
診
結

果
に
よ
り
ま
す
と
、
受
診
者
一
、
九
九

1●

．一

囎

一 1

o
L
1●

●

一
70
卵 1

●

●

㍉
マ
マ
マ
目
∴
△
汎
瓦
軸
マ
”

∴
㍍
茜
占
憲
茜
髄
“
｛
写
H
“

●
▼
、
剛

五
人
中
異
常
の
な
か
っ
た
人
は
十
八
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
。
こ
れ
を
図
①
の
年
齢

別
で
み
る
と
、
四
十
歳
以
下
で
は
、
五

十
二
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
の
方
が
異
常
な

し
と
い
う
判
定
。
こ
れ
が
七
十
歳
以
上

と
な
る
と
、
七
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
減

少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
よ
く
「
人
間
は
血
管
と
と
も
に
老
い

る
」
と
い
わ
れ
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
そ

の
よ
い
例
で
す
が
、
症
状
が
で
て
か
ら

で
は
遅
す
ぎ
ま
す
。
動
脈
硬
化
は
、
年

齢
と
と
も
に
血
管
が
古
い
ゴ
ム
管
の
よ

う
に
固
く
な
り
、
弾
力
性
を
失
っ
た
り

詰
ま
っ
た
り
、
細
く
な
っ
た
り
し
て
血

液
の
流
れ
が
悪
く
な
っ
た
状
態
で
す
。

最
近
で
は
、
二
十
代
・
三
十
代
の
若
い

　
　
　
　
　
人
に
も
動
脈
硬
化
の
人
が

み
ら
れ
る
ほ
か
、
驚
く
こ

と
に
、
す
で
に
小
学
生
の

う
ち
か
ら
動
脈
硬
化
が
始

ま
っ
て
い
る
と
の
報
告
も

あ
り
ま
す
。
成
人
病
予
防

は
、
子
供
の
う
ち
か
ら
始

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

態
に
ま
で
な
っ
て
き
て
い

る
と
い
え
ま
す
。

　
成
人
病
は
、
自
分
で
つ

く
っ
た
病
気
だ
と
い
う
人

も
い
る
よ
う
に
、
甘
い
も

の
、
脂
肪
、
塩
な
ど
の
取

り
過
ぎ
、
酒
・
タ
バ
コ
の

［Ol

補
議
剛
…

　
　
　
　
　
　
］

図
①
年
代
別
総
合
判
定
状
況

■
異
常
を
認
め
ず

翻
要
医
療

眺080604020　　　　　　攣

～3gI
40～4gl

50～5gI

60～6gl

70～　1

團
要
指
導

～39 40～49 50～59 60～69 70～

■異常認めず 93 85 48 86 54

圏要指導 74 92 164 259 207

國要医療 9 43 81 252 432

飲
み
過
ぎ
吸
い
過
ぎ
、
あ
る
い
は
運
動

不
足
や
ス
ト
レ
ス
な
ど
と
い
っ
た
、
だ

れ
も
が
一
つ
や
二
つ
く
ら
い
は
心
当
た

り
の
あ
る
習
慣
が
、
成
人
病
を
つ
く
り

だ
す
元
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
ん
な
成
人
病
の
芽
を
早
い
う
ち
に

見
つ
け
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
定

期
的
な
検
診
で
す
。
健
康
な
体
と
思
っ

て
い
る
今
だ
か
ら
こ
そ
検
診
を
受
け
、

体
の
状
態
を
知
り
、
自
分
自
身
の
健
康

を
見
つ
め
直
す
機
会
に
し
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

　
胃
が
ん
検
診
に
お
け
る
昨
年
の
受
診

■　　　　
’
．
’

9
．
♪

㌧♪一

　　りロじリペ
■　　　ゼ♪1：｝1：：・1

　　。．♪’．9’・．．ら一

31・ll｛｝ls｝斌

者
は
八
三
八
人
。
受
診
率
は
二
市
三
郡

の
中
で
最
下
位
で
し
た
。
昨
年
の
二
市

三
郡
の
胃
が
ん
検
診
結
果
を
み
る
と
、

受
診
者
は
女
性
の
方
が
多
か
っ
た
も
の

の
、
精
密
検
診
の
該
当
者
割
合
は
男
性

が
多
い
と
い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

男
性
は
胃
が
ん
・
胃
潰
瘍
、
女
性
は
胃

ポ
リ
ー
プ
の
発
見
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。　
町
の
過
去
八
年
間
の
胃
が
ん
検
診
で
、

二
十
四
人
の
方
の
胃
が
ん
が
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
内
訳
は
、
早
期
が
ん
、

進
行
が
ん
と
も
十
二
人
。
こ
の
う
ち
十

五
人
の
方
が
生
存
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す

が
、
早
期
が
ん
の
方
に
あ
っ
て
は
全
員

生
存
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
が
ん
は
す

で
に
治
る
病
気
で
す
。
バ
リ
ウ
ム
も
以

前
と
ば
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
飲

み
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
時
間
が
な

い
な
ど
と
い
わ
ず
進
ん
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
胃
が
ん
検
診
は
、
住
民
検
診
と
同
時

実
施
等
の
方
法
で
六
月
十
三
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
申
し
込
み
さ
れ
た
方

は
忘
れ
ず
に
、
申
し
込
み
さ
れ
な
か
っ

た
方
も
住
民
課
保
健
係
に
申
し
出
の
う

え
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
最
近
増
え
て
い
る
も
の
に
大

腸
が
ん
が
あ
り
ま
す
。
図
②
で
も
わ
か

る
よ
う
に
、
全
国
を
一
〇
〇
と
し
た
場

合
の
町
の
標
準
化
死
亡
比
は
一
六
一
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

図
②
大
腸
が
ん
標
準
化
死
亡
比
o

　
　
」

　
　
6

川
西
町
　
　
翫

新
潟
県

全
国

＋
日
町
保
健
所

　　　　　　180．00
十目町保健所160．00

　　　123．94　140．oo

全国　
120・00

　　　　　　100．00　　　100．00
　　　　　　80．00新潟県
　　　　　　60．00
　　　109・Ol40．oo

川西町　　　　20．00

　　　161．02　　0

〇
二
。
新
潟
県
平
均
や
十
日
町
保
健
所

平
均
と
比
べ
て
も
か
な
り
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
は
十
月
下
旬

に
実
施
し
ま
す
。
進
ん
で
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

　
川
西
町
国
保
診
療
所
（
ク
リ
ニ
ッ
ク

川
西
）
で
内
視
鏡
検
査
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
実
施
日
は
お
知
ら
せ
版
「
暮
ら
し

の
カ
レ
ン
ダ
ー
」
コ
ー
ナ
ー
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
ご
確
認
の
う
え
、
国

保
診
療
所
（
盈
六
八
ー
二
〇
三
四
）
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。



ー
人
が
ま
ん
中
の
ま
ち
づ
く
り
ー

ま
ち
づ
く
り
自
由
大
学
開
講
で
す

　
『
ま
ち
づ
く
り
自
由
大
学
』
を
開
講

し
ま
す
。
昨
年
度
は
、
各
分
野
ご
と
に

専
門
の
先
生
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
き
ま
し

た
。
今
年
度
は
、
町
の
各
課
が
行
っ
て

い
る
仕
事
の
内
容
や
長
中
期
的
な
計
画

を
お
話
し
し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
ま
ち

づ
く
り
の
あ
り
方
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
は
、
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
方
向
付
け

を
し
て
い
く
も
の
」
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
行
政
現
場
か
ら
の
話
を
お

聞
き
い
た
だ
き
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。　
な
お
、
受
講
は
全
講
座
（
六
回
）
を

通
じ
て
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
が
、
都
合
の
つ
く
日
だ
け
で
も
結
構

で
す
。
た
だ
し
、
会
場
や
資
料
等
の
準

備
の
都
合
上
、
参
加
人
数
を
は
握
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
六
月
二
十
日

ま
で
に
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
社
会

教
育
係
（
費
六
八
－
二
一
六
七
）
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
参
加
は
無
料
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
の
も
の
で
す
の
で
、
ご
意
見
、
質
問

等
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
事
案

に
よ
っ
て
は
即
答
で
き
な
い
こ
と
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　　　　　曝窃留《凹圓圃誌聯團圏翻
◎会場＝地域活性化センター第一研修室　◎時間＝午後7時30分～

期　　日 テ　　　　ー　　　　マ 担　当　課

6月24日
（月）

国民年金・健康保険のはなし、町の福祉サービス、成人病
の予防　など

一　囎　　響　騨　噂　　尊　鱒　櫛　囎　　一　　薗　一　一　　一　一　一　一　　一　　一　一　一　　一　　一　一　　一　　一　一　　一　響　一　　一　甲　噂　　一　鱒　一　　一　一　一　甲　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　一　　一　一　一　　一　　一　騨　甲　　一　一　　噌　　幽　　一　一　　一　　一　一　　一　　一　一　一　　一　　一　一　一　　一　一　一　　一　一　一　　一　　一　甲　騨　　騨　　響　甲　　一　一　－　　－　　一　幽　　一　　一　一

医療現場からひとこと　など

住　民　課

国保診療所
1一磁騨P

亭繍、
7月22日
（月）

町の財政状況、防災計画について　など
一　響　御　　一　　噛　“　噸　　軸　　印　一　　一　　一　一　一　　一　　一　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　一　　一　　噛　喩　囎　　－　　単　輯　甲　　一　　薗　一　　一　　一　一　一　　一　一　一　　一　一　一　　一　　一　一　一　　一　一　層　　O　　－　葡　　｝　噸　一　　一　　一　　薗　曹　　り　　一　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　一　　一　　一　　一　一　　一　　一　響　一　　響　響　『　　騨　　聯　一　　一　　噂　，

住民税、固定資産税あれこれ　など

総　務　課

税　務　課

曇葦
8月26日
（月）

町の都市計画、災害復旧事業について、道ができるまで

など
建　設　課

　　Pi…：餐…

9月24日
（火） 中子の開発計画、第5次総合開発計画について　など 開　発　課

10月28日
　（月〉

町農業の現状と将来展望について

一いま農業がおもしろい一
農　林　課

11月24日
　（月）

上水道、下水道、ゴミ間題について　など 環境整備課

昨
年
度
の
「
自
由
大
学
」
の
ビ
デ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貸
し
出
し
ま
す

咋
年
度
の
『
ま
ち
づ
く
り
自
由
大
学
』
　
　
　
五
日
）
　
上
越
教
育
大
学

の
講
座
の
う
ち
、
次
の
も
の
を
貸
し
出
　
　
　
教
授

し
ま
す
。
ご
家
庭
や
地
域
、
職
場
で
の

話
し
合
い
や
研
修
会
な
ど
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
貸
し
出
し
ビ
デ
オ

○
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
経
済
（
六
月
二

　
十
八
日
）
　
上
越
教
育
大
学
　
鈴
木

敏
紀
教
授

○
ま
ち
の
景
観
と
色
彩
（
八
月
二
十
三

　
日
）
　
新
潟
大
学
　
小
磯
稔
教
授

○
戦
略
・
経
営
・
そ
し
て
生
き
る
…
と

　
は
（
九
月
二
十
二
日
）
　
戦
略
開
発

　
工
房
ラ
イ
ブ
　
山
田
剛
義
氏

○
国
際
社
会
・
福
祉
社
会
（
十
月
二
十

公
民
館
事
業

　
生
涯
学
習
事
業
の
一
環
と
し
て
各
種

の
教
室
等
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
日
時

や
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
は
、
四
月
に
お

配
り
し
た
「
川
西
町
生
涯
学
習
情
報
紙

欝

森
島
慧

8／23「まちの景観と色彩」のもよう

参
加
者
募
集
！

　
　
　
　
『
メ
ニ
ュ
ー
』
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
趣
味
や
習
い
事
は
生
涯
の
友
、
自
分
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
あ
っ
た
な
に
か
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

5／28手芸教室より

　　5／25外国人と友だちになろうクラブより

⑤8．6．10



の

南
雲
さ
ん
星
名
さ
ん
に
厚
生
大
臣
表
彰

　
五
月
十
八
日
、
町
民
生
委
員
協
議
会

の
席
上
、
南
雲
町
長
か
ら
、
南
雲
良
さ

ん
（
寺
尾
）
、
星
名
イ
シ
さ
ん
（
上
野
）

に
厚
生
大
臣
か
ら
の
表
彰
状
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と

し
て
永
年
に
わ
た
っ
て
献
身
的
な
活
動

を
行
っ
て
き
た
こ
と
に
対
す
る
も
の
で
、

南
雲
さ
ん
は
昭
和
四
十
三
年
十
二
月
か

ら
平
成
七
年
十
一
月
ま
で
の
九
期
二
十

七
年
間
、
星
名
さ
ん
は
昭
和
五
十
五
年

十
二
月
か
ら
平
成
七
年
十
一
月
ま
で
の

五
期
十
五
年
間
に
わ
た
り
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
社
会
福
祉
の

向
上
に
甚
力
さ
れ
ま
し
た
。

叢
，

南
雲
さ
ん
（
左
）
と
星
名
さ
ん

（
右
）
の
お
二
人

◆
垂
．
◆
も
．
◆
も
◆
も
，
◆
≒
◆
も
◆
も
◆
毫
層
．
◆
藍
7
◆
毒
◆
毒
◆
塗
．
◆
毒
◆
≒
◆
毒
◆
‘
一
，
曹
・
◆
弩
◆
も
◆
一
－
，
一
・
◆
毒
◆
≒
◆
も
・
◆
も
◆
，
一
一
7
◆
毒
◆
、
檜
層
一
7
◆
も
◆
辱
◆
含
薗
7
◆
も
◆
毒
◆
毒
◆
■
p
…
『
◆
も
6
碓

　
　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
直
播

　
五
月
上
旬
の
低
温
に
よ
り
水
稲
の
植

え
付
け
作
業
が
遅
れ
て
い
た
五
月
十
日
、

沖
立
の
水
田
で
ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
コ
プ
タ

ー
を
使
っ
た
水
稲
の
直
播
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
作
業
を
行
っ
た
の
は
柄
沢
和
久

さ
ん
（
沖
立
）
。
昨
年
に
引
き
続
い
て

二
年
目
の
挑
戦
で
す
。
昨
年
は
新
潟
早

生
で
十
ア
ー
ル
当
た
り
五
七
〇
キ
ロ
グ

ラ
ム
の
収
量
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
直
播
な
ど
は
、

発
芽
率
が
悪
く
、
気
候
に
も
大
き
く
影

響
さ
れ
減
収
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
は
種

水
田
面
積
の
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
一
律
）

が
転
作
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま

す
。　
ヘ
リ
直
播
は
、
省
力
型
農
業
の
一
形

態
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

の
順
調
な
生
育
と
収
穫
が
楽
し
み
で
す
。

ラ
ジ
コ
ン
ヘ
リ
を
自
由
自
在
に

操
り
、
は
種
を
行
う
柄
沢
さ
ん
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旧
自
倉
小
で

　
　
　
　
映
画
試
写
会

　
五
月
五
日
、
旧
白
倉
小
学
校
体
育
館

で
地
元
白
進
会
に
よ
る
「
ニ
ッ
ポ
ン
国

古
屋
敷
村
」
の
試
写
会
が
行
わ
れ
、
約

百
人
が
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
星
名
邸
に
鼓
目
女
唄
流
れ
る

　
　
五
月
二
十
一
日
、
星
名
邸
（
上
野
）

　
で
竹
下
玲
子
さ
ん
の
鼓
目
女
唄
公
演
が
開

か
れ
「
警
女
松
坂
」
や
「
作
倉
宗
五
郎
・

子
別
れ
の
段
」
な
ど
が
演
じ
ら
れ
、
広

問
を
埋
め
つ
く
し
た
約
三
百
人
を
魅
了

　
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
客

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

◆
む
．
◆
・
喜
．
◆
・
專
．
◆
一
毒
◆
一
琴
◆
を
・
◆
■
尋
・
◆
墾
し
曹
毒
◆
早
撃
◆
一
幸
◆
9
寺
・
◆
亀
7
◆
，
墾
◆
垂
・
◆
孟
一
マ
◆
臼
寺
◆
『
‘
冒

　
　
　
　
　
　
　
ご
　
ぜ

li肇醗欝禦ファミリー　糸油嘉吾
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長
福
寺
ダ
ム
で
定
礎
式

　
五
月
二
十
七
日
、
県
営
防
災
ダ
ム
事

業
長
福
寺
地
区
の
長
福
寺
ダ
ム
で
定
礎

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
長
福
寺
ダ
ム
関
連
土
事
は
、
昭
和
六

十
三
年
の
全
体
実
施
設
計
か
ら
始
ま
り
、

平
成
八
年
度
現
在
で
の
事
業
費
は
一
九

億
一
、
六
七
一
万
円
。
今
年
度
は
堤
体

盛
土
工
等
が
中
心
と
な
り
、
平
成
十
年

度
に
試
験
湛
水
、
平
成
十
一
年
度
完
成

の
予
定
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま

す
。　
定
礎
式
に
は
千
手
小
学
校
の
五
年
生

も
参
加
し
、
黒
御
影
石
（
八
十
キ
ロ
グ

ラ
ム
）
造
り
の
礎
石
の
搬
入
か
ら
埋
納

ま
で
を
見
学
し
ま
し
た
。

　胸
欄聯騨　麟灘

◆
◆
寺
◆
寺
◆
毒
◆
邑
写
◆
寺
◆
≒
◆
寺
◆
毒
◆
毒
◆
寺
◆
拳
◆
奪
◆
毒
◆
毒
◆
奪
◆
毒
◆
毒
◆
象
◆
う
◆
曝
◆
も
◆
専
◆
ら
◆
侮
◆
奄
◆
奪
◆
奪
◆
噺
◆
も
◆
奪
◆
噺
◆
ら
◆
も
◆
◎
◆
肇

“
　
特
環
下
水
道
の
通
水
式

陣

鱗搬占ノ　森鷺熱
広間に入りきれずユ見客もでました　了広．開）
づ』・一II’rの』・1一』o』頑ひro』“ro』・“μ’ro』1“騨・rひ・静rひ・51トひ・ゆ・一〇』・1榊・ro・・■』o・・の』ひ・1ゆhr9・・“1ひ・ゆ』・ゆ1・rひ』静rひ・一μ・rひ、1”ho』、”髄・rJ卜．腿・r9』，1酔r9・臼蔚r9』．辱一ho』1一卵・re，1勘rひ、II酔・r9』．1酔ro・

　
五
月
三
十
日
、
大
字
上
新
井
地
内
の

下
水
道
中
継
ポ
ン
プ
施
設
で
通
水
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
四
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
特
定
環

境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
の
総
事
業
費

は
四
十
二
億
円
。
計
画
面
積
一
四
〇
ヘ

ク
タ
ー
ル
、
計
画
人
口
五
、
六
〇
〇
人

で
管
路
の
総
延
長
は
二
七
、
六
〇
〇
メ

ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
も
の
で
す
。

　
工
事
は
順
調
に
進
み
、
平
成
七
年
度

末
ま
で
に
管
路
で
一
五
、
四
〇
〇
メ
ー

ト
ル
。
マ
ン
ホ
ー
ル
や
中
継
ポ
ン
プ
場

の
建
設
な
ど
も
あ
り
、
計
画
面
積
の
六

十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
当
た
る
九
十
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
面
整
備
が
完
成
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
大
字
山
野
田
、
東

善
寺
、
水
口
沢
、
上
新
井
、
沖
立
、
中

屋
敷
地
内
が
通
水
可
能
と
な
り
、
通
水

可
能
区
域
内
人
口
は
二
、
三
九
四
人
と

な
り
ま
し
た
。

欄

㈱
進社会資本の整備また一歩前

8．6．10⑥



r撒

灘止
ま
ら
ぬ
交
通
死
亡
事
故

な
ぜ
！
ど
う
し
て
！
職
場
で
家
庭
で

　
も
う
一
度
話
し
合
い
を
〃
”

　
五
月
二
十
三
日
午
前
五
時
二
十
分
頃
、

大
字
坪
山
地
内
の
町
道
東
山
新
町
新
田

線
と
高
原
田
元
町
線
の
交
差
点
で
交
通

事
故
が
発
生
し
、
尊
い
生
命
が
失
わ
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
死
が
異
常
な
ほ
ど
多
発
し

た
昨
年
は
、
町
ぐ
る
み
で
緊
急
対
策
を

展
開
。
声
掛
け
運
動
の
励
行
や
交
通
安

全
体
験
学
習
会
な
ど
を
通
じ
て
、
交
通

事
故
抑
止
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か

　
　
　
　
　
欝
難
紺
織
灘
鱒
騰
・

　
　
　
　
　
　
　
鞭
灘
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
謙

し
、
こ
う
い
っ
た
運
動
は
一
過
性
で
終

わ
ら
せ
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。
交

通
安
全
は
一
日
一
日
の
積
み
重
ね
、
ハ

ン
ド
ル
を
握
る
人
も
握
ら
な
い
人
も
、

危
険
は
常
に
身
近
に
あ
る
も
の
と
し
て

と
ら
え
、
加
害
者
・
被
害
者
と
も
に
家

族
や
親
類
ま
で
巻
き
込
ん
だ
悲
し
い
結

果
し
か
生
み
出
さ
な
い
交
通
事
故
の
撲

滅
に
、
な
お
一
層
の
取
り
組
み
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
川
西
町
の
交
通
死
亡

5／17

中
仙
田
第
一
ス
ノ
ー
シ
ェ
ツ
ド
で
の
事
故

事
故
の
多
く
は
、
通
り

な
れ
た
道
で
起
っ
て
い

ま
す
。
『
だ
ろ
う
運
転
』

を
止
め
、
交
通
ル
ー
ル

に
基
づ
い
た
運
転
に
努

め
て
く
だ
さ
い
。

　
車
に
乗
っ
た
ら
ま
ず

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
交
差

点
や
一
時
停
止
の
場
所

で
は
安
全
を
良
く
確
認

し
、
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶

対
に
車
に
乗
ら
な
い
よ

う
、
お
互
い
に
声
掛
け

あ
い
ま
し
ょ
う
。

，
雌

き
ひ

妬
ρ
ぜ

で7

φゆψ』串’φ’一ひφ“φ唱碑’φ卿’ψ’『1噂副瞭・，1噂・llゆ・岬ψ・11ゆ・駒1博・II帥φ・51Fψ・・ゆ槽φ・1，噂・II博帯φI押ひ融φ閣Il噂・lr噂閣曲φψφ棚・φ・偉φ“φ“・ゆ｝9・1晒ψ・・帥◎・ψφ蹴φ“φ砂φ虚一・ψφ一II勘ゆ・砂φ卿・φ融φ・，，酔φ瀞ゆ．，II噂．瀞ゆ畔φ“．φ“φ，静ψ“φ，駒勘φ、1ゆ，ψ，ゆφ，一帥φ，，ゆ、◆司臨髄、φ，91博，一

二六公園ブナ林まつり「野点」6日26日　節黒城山開きまつり4日　仙田ブナ林食文化まつり

すん

寸
循
月

じ
つ

よ
苗
び
才

・
皐

桜前線急上昇、各地とも一斉に咲き競う

概　　ぜ　ピのも㌧》紀し
渋海川をゆうゆうと43匹（仙田小
児童数）の鯉泳ぐ

上野にて山菜を味う会20日濃川にうぐいをもとめて

欄
躍
信野ロの水ばしょう、今年もきれいに咲きました
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－
、
H
『
欝

　
町
で
は
、
平
成
九
年
四
月
一
日
採
用

の
一
般
事
務
職
員
（
上
級
職
）
若
干
名

を
次
に
よ
り
募
集
し
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　
昭
和
四
十
二
年
四
月
二
日
～
五
十
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
人

【
試
験
の
日
時
と
場
所
】

1
　
一
次
試
験
（
県
人
事
事
務
組
合
が

す
る
試
験
）

試
験
日
八
月
四
日
㈲

試
験
場
長
岡
市
南
町
二

　
　
　
　
　
長
岡
市
立
南
中
学
校

【
試
験
の
方
法
】

〈
教
養
試
験
〉
大
学
卒
業
程
度
の
内
容

で
、
地
方
公
務
員
と
し
て
必
要
な
一
般

的
知
識
と
知
能
に
つ
い
て
、
択
一
式
の

筆
記
試
験
を
し
ま
す
。

〈
専
門
試
験
〉
大
学
卒
業
程
度
の
内
容

で
、
専
門
的
知
識
（
行
政
）
と
能
力
に

つ
い
て
、
択
一
式
に
よ
る
筆
記
試
験
を

し
ま
す
。

〈
一
般
性
格
診
断
検
査
〉
職
務
及
び
職

場
へ
の
適
応
性
に
つ
い
て
、
択
一
式
に

よ
る
検
査
を
し
ま
す
。

合
格
発
表
　
八
月
中
旬
ご
ろ

2
　
一
一
次
試
験

試
　
験
　
日
　
九
月
中
旬
ご
ろ
（
一
次

　
　
　
　
　
試
験
合
格
者
に
別
途
通

　
　
　
　
　
知
）

試
験
場
川
西
町
地
域
活
性
化
セ

　
　
　
　
　
ン
タ
ー

方
　
　
　
法
　
面
接
試
験

【
採
用
日
】

　
平
成
九
年
四
月
一
日

【
受
験
手
続
き
】

　
申
込
書
の
請
求
先
　
役
場
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
行
政
係

【
申
込
書
の
提
出
】

　
受
験
申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
、

　
押
印
。

　
写
真
（
縦
四
㎝
×
横
三
㎝
無
帽
・
正

　
面
上
半
身
）
三
枚
添
え
て
役
場
行
政

　
係
へ
．

【
申
込
書
に
添
付
す
る
書
類
】

　
履
歴
童
日
　
一
通

　
学
校
の
成
績
証
明
書
　
一
通

【
申
込
書
の
受
付
期
間
】

　
六
月
二
十
六
日
ま
で
（
郵
送
の
場
合
、

　
消
印
は
六
月
二
十
四
日
ま
で
有
効
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
総
務
課
行
政
係

　
　
　
　
　
　
盈
六
八
ー
三
一
一
一

　
　
　
　
　
　
有
線
ニ
ニ
壬
二
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川
が
山
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人
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君
た
ち
を
待
っ
て
い
る

欝
睡
囎
義
躍
翻
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灘
灘
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川
西
町
へ
の
歩
み
④

岩
瀬
金
　
子
幸
作

　
富
士
の
巻
狩
こ
ぽ
れ
話

　
建
久
三
年
（
一
一
九
〇
）
に
、
征
夷

大
将
軍
に
な
っ
た
源
頼
朝
が
全
国
に
示

威
し
た
の
で
あ
っ
た
か
、
当
地
方
で
も

富
士
の
巻
狩
に
呼
応
し
て
イ
ベ
ン
ト
が

組
ま
れ
た
と
み
え
て
、
仙
谷
（
仙
田
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
う
ち
ん

の
百
姓
茂
市
が
高
張
提
灯
を
立
て
て
吉

田
口
を
固
め
た
と
い
う
。
こ
の
あ
た
り

は
高
倉
か
ら
山
谷
に
至
る
峠
を
指
し
、

ま
た
、
茂
市
は
高
倉
か
霧
谷
の
百
姓
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
赤
谷
の
高
橋

与
平
元
仙
田
村
議
会
議
員
（
故
人
）
が

語
っ
て
く
れ
た
こ
と
が
あ
る
。

　
鎌
倉
武
士
の
子
で
あ
っ
た
曾
我
十
郎

す
け
な
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
き
む
ね

祐
成
と
弟
の
五
郎
時
致
は
、
兄
が
五
才

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
け
つ
ね

で
弟
が
三
才
の
と
き
に
父
が
工
藤
祐
経

　
　
　
　
　
ヤ
つ
ら

に
殺
さ
れ
た
恨
み
を
武
芸
に
励
ん
で
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
だ

長
し
、
富
士
の
裾
野
の
狩
場
で
父
の
仇

を
討
っ
た
（
會
我
物
語
）
。
こ
の
兄
弟

が
平
見
の
沢
に
隠
住
し
て
、
仇
討
ち
に

使
っ
た
刀
を
鍛
え
た
伝
説
が
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
し
げ
る

坪
山
の
高
橋
重
町
議
会
議
員
は
次
の
よ

う
に
疑
間
を
投
げ
か
け
て
い
る
。

　
い
ま
の
松
葉
荘
の
付
近
に
、
小
さ
な

　
　
ほ
ら
あ
な

滝
と
洞
穴
が
昭
和
初
年
ま
で
あ
り
、
不

　
　
　
　
　
ほ
こ
ら

動
様
を
祭
る
祠
が
存
在
し
た
。
そ
こ
に

藤
原
○
○
宗
正
と
い
う
人
物
が
住
ん
で

刀
を
う
ち
、
そ
の
一
振
り
が
上
杉
謙
信

の
愛
刀
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
會

我
兄
弟
が
住
ん
だ
話
は
初
耳
だ
が
、
果

た
し
て
真
実
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
北
条
時
頼
と
千
手
観
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
な
も
と
の
さ
ね
と
も

　
承
久
三
年
（
一
二
一
〇
）
に
源
実
朝

が
殺
さ
れ
て
源
氏
が
滅
亡
し
、
北
条
氏

が
鎌
倉
幕
府
の
執
権
と
な
る
。
弘
長
二

年
（
一
二
六
二
）
に
は
「
鉢
の
木
」
で

　
　
　
　
と
き
よ
り

知
ら
れ
た
時
頼
が
全
国
行
脚
の
お
り
に

千
手
の
街
を
通
っ
た
と
い
い
、
こ
の
と

き
の
様
子
が
「
川
西
郷
土
読
本
（
昭
和

十
二
年
、
中
魚
沼
郡
北
部
教
員
協
議
会

発
行
）
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
坂
上
田
村
麻
呂
が
千
手
観
音
堂
を
建

立
し
て
か
ら
四
百
鹸
年
を
経
て
、
世
は

鎌
倉
時
代
と
な
り
ま
し
た
。
前
の
執
権

時
頼
公
は
諸
国
を
廻
っ
て
、
官
吏
の
施

政
の
実
際
を
視
察
し
て
歩
か
れ
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
こ

が
、
駅
馬
に
乗
っ
て
此
の
地
を
御
通
過

に
な
ろ
う
と
し
た
時
、
ど
う
し
た
こ
と

か
此
の
観
世
音
菩
薩
の
御
堂
の
境
内
ま

で
来
ら
れ
る
と
、
馬
は
更
に
進
ま
な
く

な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぽ
し
め

　
時
頼
公
は
不
思
議
に
思
召
し
て
、
馬

丁
に
向
ひ

　
　
か
な
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ん
ぴ
と

　
「
彼
方
に
見
ゆ
る
森
は
何
人
の
住
居

で
あ
る
か
」

と
尋
ね
れ
ば
、
馬
丁
は
、

　
「
あ
れ
こ
そ
有
名
な
千
手
観
世
音
菩

薩
の
道
場
で
あ
り
ま
す
」
と
答
え
ま
し

た
。
公
は
大
い
に
驚
き
、
直
ぐ
に
馬
よ

　
　
　
う
や
う
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ん

り
下
り
恭
し
く
御
堂
に
詣
で
、
国
家
安

の
ん穏
万
民
の
幸
福
を
祈
り
、
御
本
尊
の
由

　
　
　
　
　
　
　
な
な

来
を
聞
か
れ
て
感
斜
め
な
ら
ず
、
御
堂

の
周
囲
に
三
十
四
石
の
供
養
料
地
を
寄

附
せ
ら
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　
正
慮
四
年
（
一
二
九
一
）
に
は
、
当

地
方
を
新
田
氏
の
一
族
が
領
有
す
る
こ

と
を
北
条
幕
府
が
認
め
て
お
り
、
十
二

世
紀
の
末
ご
ろ
か
ら
、
上
野
国
の
新
田

氏
の
一
門
が
川
西
地
方
を
支
配
し
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
が
ら
ん

　
七
堂
伽
藍
十
八
房

　
霜
条
の
山
田
観
音
堂
に
つ
い
て
「
中

魚
沼
郡
誌
」
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

　
山
田
観
音
堂
　
字
霜
条
に
在
り
、
初

め
普
門
寺
と
称
し
、
浄
土
宗
な
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ょ
う
し
ょ
う
め
い

或
は
云
真
言
宗
と
上
梁
銘
に
云
、
元
弘

元
年
領
主
大
井
田
遠
江
守
　
敬
信
の

鹸
　
七
堂
並
に
僧
房
十
八
を
造
立
し
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
ん
じ
ゅ
め
ん

町
五
反
歩
の
田
園
を
寄
せ
て
　
鎮
守
免

し
ょ
う
と
う
め
ん

鐘
撞
免
（
免
租
の
こ
と
）
と
称
す
。
後
一

百
有
鹸
年
　
春
日
山
主
謙
信
の
時
　
兵

乱
相
続
き
　
寺
領
遂
に
村
民
に
奪
わ
れ
、

け
い
け
ん
ま
た
い
っ
し
つ
　
　
　
　
そ

契
券
亦
軟
失
す
　
其
の
後
星
霜
空
し
く

去
来
し
、
堂
房
傾
き
て
荒
草
に
委
す
。
寛

永
二
十
年
　
松
平
光
長
の
家
臣
小
栗
茂

吉
　
田
若
干
を
寄
す
　
天
和
の
検
地
別

当
一
心
免
租
の
請
あ
り
　
後
村
民
大
海

某
守
護
す
る
こ
と
若
干
年
　
寛
保
中
災

　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
ん

に
罹
り
て
堂
宇
全
く
灰
儘
と
化
し
草
庵

に
安
置
す
る
こ
と
数
年
　
延
享
二
年
十

二
月
　
大
海
某
長
安
寺
の
十
五
世
住
僧

　
　
　
こ

智
勇
に
護
ふ
て
曰
く
　
観
音
堂
領
今
俗

人
の
手
に
委
す
　
甚
だ
不
可
な
り
　
和

尚
請
ふ
之
を
計
れ
と
　
智
勇
即
ち
衆
壇

と
謀
り
領
主
白
川
侯
に
申
し
て
　
其
の

末
庵
と
な
す
、
上
野
の
星
名
佐
治
右

一
日
寺
に
詣
で
て
曰
く
　
山
田
の
堂
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
　
ご

再
造
を
許
す
や
否
　
智
勇
曰
く
　
火
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
　
ま
こ
と

久
し
く
重
創
の
計
を
失
す
　
子
は
洵
に

ご
ほ
う
　
　
き
ん
と
う

護
法
の
金
湯
か
と
　
乃
ち
之
を
諾
し

堂
は
宝
暦
二
年
夏
　
工
を
起
し
冬
に
至

り
て
成
り
　
像
は
同
四
年
に
竣
す
　
即

ち
旧
像
を
胎
中
に
蔵
す
。

　
羽
鳥
家
の
足
あ
と

　
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
に
、
藤
沢

州
崎
（
神
奈
川
県
）
で
赤
橋
守
時
（
足

利
尊
氏
の
妻
の
兄
）
を
攻
め
た
軍
勢
の

中
に
、
津
張
庄
司
宗
親
に
ゆ
か
り
の
羽

鳥
一
族
が
加
わ
っ
て
善
戦
し
た
。
こ
の

と
き
の
勲
功
を
称
え
て
か
、
藤
沢
市
内

に
は
今
も
「
羽
鳥
」
の
地
名
が
残
っ
て

い
る
「
仁
田
史
、
古
里
の
栞
（
羽
鳥
和

夫
著
）
」
。

　
北
条
幕
府
崩
壊
の
あ
と
、
橘
の
仁
田

　
が
い
せ
ん

へ
凱
旋
し
た
羽
鳥
氏
の
祖
先
は
地
侍
に

な
っ
て
土
着
し
、
貞
和
年
間
（
二
二
四

五
一
四
九
）
に
は
酷
政
を
き
わ
め
た
太

田
長
保
に
仕
え
、
長
保
の
自
殺
後
は
上

杉
氏
の
家
臣
に
な
っ
て
奉
公
し
た
が
、

そ
の
さ
い
の
功
労
で
謙
信
か
ら
拝
領
し

た
酒
の
燗
鍋
が
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
慶
長
三
年
（
一
五
九
八
）
に
景
勝
が

会
津
へ
移
封
さ
れ
る
と
、
主
な
家
臣
は

主
君
に
従
っ
た
が
、
地
侍
た
ち
は
土
着

し
、
節
黒
城
す
そ
の
上
ノ
原
か
ら
今
の

川
西
ダ
ム
の
一
帯
を
羽
鳥
氏
が
支
配
す

る
こ
と
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
羽
鳥

家
は
旧
善
光
寺
街
道
の
、
急
な
坂
の
あ

る
大
原
の
端
に
石
垣
を
積
ん
で
居
を
構

え
た
こ
と
か
ら
屋
号
を
「
石
坂
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
羽
鳥
家
の
菩
提
寺
は
、
新
町
新
田
の

太
田
原
に
存
在
し
た
長
安
寺
（
元
亀
元

年
創
立
）
で
あ
っ
た
が
、
後
年
に
数
奇

な
運
命
を
た
ど
っ
て
寺
替
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
。
延
宝
、
天
和
（
一
六
七
四
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
ぐ
り
み
ま
さ
か

八
一
）
の
高
田
お
家
騒
動
で
小
栗
美
作

が
切
腹
さ
せ
ら
れ
る
と
、
美
作
の
も
と

で
苛
酷
な
年
貢
を
取
り
立
て
る
掌
に
あ

っ
た
羽
鳥
惣
八
郎
、
惣
右
衛
門
父
子
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
ば
か

責
任
を
間
わ
れ
、
子
孫
は
世
を
揮
っ
て

若
栃
の
正
慮
寺
に
寺
替
え
し
た
と
当
主

の
和
夫
氏
は
語
っ
て
い
る
。

上
杉
謙
信
か
ら
拝
領
し
た
酒
の
燗
畑

　
　
　
　
　
仁
田
・
羽
鳥
和
夫
家
蔵
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あ
な
た
の
声
が
道
づ
く
り
に

　
私
た
ち
の
く
ら
し
や
経
済
を
毎
日
支

え
て
い
る
道
。
そ
の
つ
く
り
方
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
一
般
の
人
々
が
知
る
機

会
や
意
見
を
言
う
場
は
限
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

　
建
設
省
の
諮
間
機
関
で
あ
る
道
路
審

議
会
で
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
新
し
い
道
路
計
画
を
つ
く
る
た

め
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取
り
入
れ
る

新
た
な
考
え
方
を
採
用
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
提
案
の
仕
方
な
ど
を
紹

介
し
た
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト
」

を
、
希
望
者
の
方
に
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。　
「
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト
」
で
は
、

渋
滞
・
高
速
道
路
料
金
、
身
の
回
り
の

狭
い
道
な
ど
の
重
要
な
テ
ー
マ
を
紹
介

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
の
考
え
方
が
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト

を
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
、
あ
な
た
が
共

感
す
る
考
え
方
や
自
由
な
意
見
・
提
言

を
「
二
十
一
世
紀
の
み
ち
を
考
え
る
委

員
会
」
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
キ
ッ
ク
オ
フ
・
レ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て

　
の
問
い
合
わ
せ
先

○
建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
新
潟
国
道

　
工
事
事
務
所
調
査
課

　
　
盈
〇
二
五
－
二
四
六
－
七
七
六
〇

〇
県
十
日
町
土
木
事
務
所
計
画
調
整
課

　
　
奮
五
七
ー
五
四
〇
八

○
役
場
建
設
課

　
　
費
六
八
－
三
二
一
（
内
三
二
二
）

◆
意
見
・
提
言
の
提
出
先

　
〒
一
〇
五
　
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二

　
－
八
－
十
　
第
十
五
森
ビ
ル
内

　
「
二
十
一
世
紀
の
み
ち
を
考
え
る
委

　
員
会
」
事
務
局

働
く
悩
み
な
ん
で
も
相
談
を

　
労
働
行
政
の
各
機
関
が
一
堂
に
会
し
、

労
働
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　
普
段
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
や

納
得
の
い
か
な
い
こ
と
、
他
人
に
は
聞

け
な
い
悩
み
な
ど
、
な
ん
で
も
O
K
！

　
相
談
は
無
料
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

厳
守
さ
れ
ま
す
。
電
話
で
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◆
日
時
　
六
月
十
六
日
㈹

　
　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

◆
場
所
　
新
潟
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー
四

　
　
　
　
階
セ
ミ
ナ
ー
室
（
新
潟
市
万

　
　
　
　
代
新
潟
日
産
生
命
ビ
ル
内
）

◆
電
話
番
号
　
〇
二
五
－
二
四
五
－
四

　
　
　
　
　
　
五
四
七
（
当
日
の
み
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
県
商
工
労
働
部
労
政
課
（
盈
〇
二
五

　
ー
二
八
五
ー
五
五
一
一
内
線
二
八
一

　
二
）

ほ
く
ほ
く
線
ト
ン
ネ
ル
探
険

　
　
　
ウ
ォ
ー
ク
参
加
者
募
集

　
ほ
く
ほ
く
線
は
、
来
春
の
開
業
を
目

指
し
て
着
々
と
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。

開
業
前
の
線
路
上
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん

か
。
希
望
者
は
六
月
二
十
五
日
ま
で
に

開
発
課
振
興
係
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
。

◆
日
時
　
七
月
二
十
日
出
午
前
十
時
～

　
午
後
二
時
三
十
分

◆
コ
ー
ス
　
う
ら
が
わ
ら
駅
～
大
池
い

　
こ
い
の
森
駅
の
間
五
・
一
キ
ロ
メ
ー

　
ト
ル
（
各
市
町
村
か
ら
会
場
へ
の
送

走る車輌は白のボディーに青と

赤のストライプ

◆
藍
？
◆
9
墾
・
◆
・
董
・
◆
も
マ
◆
る
マ
◆
・
莞
・
◆
・
辱
◆
る
琴
も
・
筆
◆
琴
◆
も
・
◆
・
毒
◆
・
撃
◆
一
警
．
◆
・
毒
◆
も
．
◆
・
墾
◆
・
一
零
7
◆
・
畠
一
一
．
◆
も
．
◆
邑
竃
．
◆
毫
．
◆
・
…
一
．
◆
・
妻
、
◆
一
一
曹
マ
◆
・
も
．
◆
・
一
弩
．
◆
・
冒
零
▼
◆
・
琴
．
◆
・
一
＝
．
．
ゆ
一
轟
＝
．
◆
二
葛
．
．
◆
皇
．
◆
・
昌
零
．
◆
・
…
一
．
◆
‘
一
雪
．
◆
る
雷
冒
．
◆
一
甲
署
．
◆
叢
．
・
◆
る
讐
．
◆
・
層
誓
・
◆
も
・
◆
・
葛
．
◆
・
奮
．
◆
・
等
◆
・
寒
◆
邑
馨
．
◆
・
昌
7
．
◆
る
…
．
◆
・
葺
◆
・
毒
．
◆
・
董
◆
聾
◆
亀
7
◆
・
も
▼
◆
も
7
◆
・
墾
．
6
・
辱
◆
毛
．
◆
毒
．
◆
集
．
◆
巻
．
◆
も
7
◆
毎
◆
・
峯
．
◆
毒
、
◆
・
亀
．
◆
・
象
．
◆
・
唾
．
◆
皇
．
◆

暮らしのカレンダー

10

　　　　　　　　　　　溜　　働

交通事故相談所（十日町市役所）

11

12

13 住民検診・胃がん検診（上野コミセン）

14 住民検診・胃がん検診（上野コミセン）

15

獺
家族の日
心配ごと相談（克雪センター）

17 日本脳炎（総合センター）

18 日本脳炎（上野コミセン）

19 すくすく教室（総合センター）

20
日本脳炎（総合センター）
健康相談（保健センター）

21 日本脳炎（高齢者コミセン）

22 胃がん検診（橘農研センター・木落構改センター）

2＄ 心配ごと相談（総合センター）

24 10カ月児検診（保健センター）

25

26 住民検診・胃がん検診（禄菱藝民館．坪，1、集才客センタ＿）

27 住民検診・胃がん検診（高齢者コミセン）

28
住民検診・胃がん検診（高齢者コミセン）

納税振替日

29

灘
、
1

心配ごと相談・行政相談（総合センター）
川西町芸能協会発表会（仙田小学校）

　　　　　　　　　　　器

2 日本脳炎（克雪センター）

3
4
5
6

ll藩lli、
心配ごと相談（上野コミセン）

8
日本脳炎（総合センター）
子宮がん検診
　　　（午前：上野コミセン、午後：保健センター）

交通事故相談所（十日町市役所）

9 日本脳炎（上野コミセン）
10 すくすく教室（総合センター）

　
　
せ
　
ら
　
知
　
お
　
報
　
広

　
　
　
　
。
び
誤

　
　
よ
・
G
邑
わ
繋

　
し
だ

日
詳
く
お
次
正

曜
ど
覧

日
な
ご

ま
ー
間
を

團
時
版

◎
◎

　
迎
あ
り
）

◆
参
加
資
格
　
沿
線
・
近
隣
の
市
町
村

　
在
住
者
、
勤
務
者
で
一
人
で
完
歩
で

　
き
る
人
（
小
学
生
は
保
護
者
の
同
意

　
署
名
と
当
日
の
同
行
が
必
要
で
す
）

◆
募
集
人
数
　
三
五
〇
人

◆
参
加
費
用
　
一
人
一
千
円
（
当
日
徴

　
収
）

◆
そ
の
他
　
完
歩
者
全
員
に
T
シ
ャ
ツ
、

　
ゴ
ー
ル
で
は
芋
煮
会
や
ゲ
ー
ム
大
会

　
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
。

ミ
ニ
四
駆
大
会
・
フ
リ
ー
マ
ー

　
　
　
　
　
ケ
ツ
ト
参
加
者
募
集

　
町
商
工
会
青
年
部
で
は
、
町
の
誕
生

四
十
周
年
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
次
の

事
業
を
計
画
し
、
参
加
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

◆
期
日
　
六
月
二
十
二
日
㈲

◆
場
所
　
役
場
前
　
駐
車
場

◎
誕
生
四
十
周
年
記
念
ミ
ニ
四
駆
カ
ッ

　
プ
　
当
日
午
前
十
時
三
十
分
受
付
、
十
一

　
時
ス
タ
ー
ト
。
ル
ー
ル
は
当
日
発
表
。

　
　
　
　
　
◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　5月号で次のような誤りがありま
したので訂正します。
　歴史は　　　誤　　　　正
　語る　　横田越え→植田越え

　5月20日のお知らせ版で人権擁護
委員の児玉達雄さん（学校町）が未
掲載でした。訂正します。

不
用
品
の
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
高
校
生
以
上
の

方
な
ら
ど
な
た
で
も
侃
！

当
日
受
付
と
し
、
午
前

十
時
か
ら
午
後
三
時
ま

で
オ
ー
プ
ン
。
参
加
は

無
料
で
す
。
（
例
・
古
着
、

自
転
車
、
日
用
雑
貨
、

家
具
な
ど
何
で
も
可
）

8．6．10⑩



○
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
の
告
白
　
上
・
下

　
　
ダ
ニ
エ
ル
・
キ
イ
ス
　
早
川
書
房

○
ア
ウ
シ
ュ
ヴ
ィ
ッ
ツ
　
ー
8
6
4
1
6

　
号
日
本
に
死
す
　
　
　
産
経
新
聞
社

　
　
　
　
ア
ル
ク
レ
ッ
ド
・
ス
ム
ラ
ー

○
ソ
フ
ィ
ー
の
世
界
　
　
N
H
K
出
版

　
　
　
　
ヨ
ー
ス
タ
イ
ン
・
ゴ
ル
デ
ル

〇
二
度
目
の
大
往
生
　
　
　
永
　
六
輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
波
書
店

○
ぶ
ら
り
日
帰
り
立
ち
寄
り
湯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潟
日
報
社

○
だ
か
ら
女
は
大
変
だ
　
　
文
芸
春
秋

　
　
　
　
　
　
　
オ
バ
タ
　
カ
ズ
ユ
キ

○
「
デ
ィ
ベ
ー
ト
」
で
学
校
が
変
わ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明
治
図
書

○
女
と
も
だ
ち
　
　
　
　
　
中
沢
け
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
出
書
房
新
社

○
カ
ス
ト
．
ワ
ー
ル
ド
　
　
早
川
書
房

　
　
　
　
　
マ
イ
ク
ル
・
ク
ラ
イ
ト
ン

○
華
の
下
に
て
　
　
　
　
内
田
康
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幻
冬
社

○
脳
内
革
命
　
　
　
　
　
　
春
山
茂
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
サ
ン
マ
ー
ク
出
版

○
き
み
の
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
世
界
は

　
動
く
　
　
　
片
山
恭
一
　
　
新
潮
社

0
4
5
回
転
の
夏
　
　
　
　
　
鶴
岡
雄
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
潮
社

　
本
は
、
川
西
町
総
合
セ
ン
タ
ー
内
の

公
民
館
図
書
室
に
あ
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
小
わ
に
レ

・
…
　
　
　
　
岬
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
高
崎
正
風
選

金
魚
屋
の
前
を
離
れ
ぬ
孫
を
待
つ

草
笛
の
よ
う
や
く
曲
に
な
り
に
け
り

心
太
た
ち
ま
ち
畷
り
込
み
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
大
海
白
涛

菜
の
花
や
又
菜
の
花
や
弥
彦
線

ア
テ
ン
コ
を
替
え
し
野
地
蔵
風
薫
る

耳
遠
く
尚
山
好
き
の
杉
植
え
る

　
　
　
　
　
　
　
上
野
内
山
寛
平

巨
樹
伐
ら
れ
晩
春
の
空
ひ
ろ
が
り
ぬ

神
の
杉
伐
ら
れ
ゆ
く
春
惜
み
け
り

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
小
幡
し
ん
女

腰
下
す
石
あ
た
・
か
き
五
月
蓋

ぜ
ん
ま
い
を
も
む
に
も
戸
毎
違
い
あ
り

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

山
間
に
対
話
の
如
く
噂
れ
る

植
え
終
え
し
田
の
面
に
雨
の
水
輪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
仁
田
　
戸
田
　
　
貞

方
言
の
異
国
の
嫁
と
鯉
織

白
壁
の
土
蔵
ま
ぶ
し
き
桐
の
花

　
　
　
　
　
　
　
新
町
若
山
向
山

母
の
忌
を
修
す
と
揚
き
し
蓬
餅

雪
降
れ
ば
会
ふ
人
ご
と
に
親
し
く
て

　
　
　
　
　
　
　
元
町
金
子
鉄
平

句
作
り
に
励
む
決
意
や
風
薫
る

孫
の
背
が
延
び
て
見
上
げ
る
藤
の
花

　
　
　
　
　
八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

ロ
染
め
し
甘
き
想
い
出
桑
苺

荒
れ
果
て
し
棚
田
に
今
日
は
蕗
を
摘
む

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
由
喜

中
襖
外
し
て
通
す
初
夏
の
風

賞
で
る
人
な
く
ひ
っ
そ
り
と
桐
の
花

　
　
　
　
　
　
山
野
田
　
藤
田
ひ
ろ
志

銀
色
の
郵
便
受
け
や
柿
若
葉

こ
だ
ま
し
て
郭
公
の
声
谷
渡
る

　
　
　
　
　
　
足
立
区
涌
井
ハ
ル
子

田
植
し
て
低
温
恐
れ
夜
水
張
る

丹
念
に
苗
箱
洗
い
重
ね
け
り

　
　
　
　
　
　
　
高
倉
　
斉
木
　
和
人

鉢
の
藤
三
十
の
花
つ
け
に
け
り

田
植
機
の
先
へ
先
へ
と
あ
め
ん
ぼ
う

　
　
　
　
　
　
小
白
倉
田
中
優
美

湯
沢
よ
り
始
発
列
車
や
五
月
旅

つ
く
ば
市
の
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
の
登
山
か
な

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
五
十
嵐
ト
ラ

母
の
日
の
前
に
届
き
し
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン

大
い
な
る
夕
日
留
め
し
青
葉
山

　
　
　
　
　
　
　
寺
尾
白
井
す
み
い

祖
父
よ
り
の
我
が
家
の
自
慢
白
牡
丹

三
輪
車
牡
丹
の
庭
で
怒
ら
れ
し

　
　
　
　
　
　
高
原
田
　
引
間
　
子
平

初
節
句
迎
え
し
孫
と
菖
蒲
湯
に

　
　
　
　
　
相
模
原
市
　
佐
藤
　
周
三

吹
か
れ
来
て
吹
か
れ
て
去
り
ぬ
蝶
二
つ

　
　
　
　
　
伊
勢
原
市
　
金
子
　
桂
吉

植
え
残
る
棚
田
の
暮
れ
て
蛙
鳴
く

　
　
　
　
　
　
　
大
倉
中
条
石
平

苗
の
箱
洗
う
喜
び
五
月
来
る

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
村
越
　
　
幸

タ
ン
ポ
ポ
の
綿
の
舞
い
と
ぶ
日
和
か
な

　
　
　
　
　
　
　
岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

橋
く
ぐ
り
ま
た
橋
く
ぐ
り
潮
来
船

　
　
　
　
　
　
練
馬
区
須
藤
遊
人

仏
界
と
現
世
映
し
宇
治
の
川

　
　
　
　
　
　
　
野
口
　
野
沢
静
江

水
無
月
や
一
万
本
の
檜
苗

　
　
　
　
　
　
厚
木
市
川
崎
保
一

ほ
う
ほ
う
と
人
立
ち
止
ま
る
大
牡
丹

　
　
　
　
　
　
　
上
町
　
高
橋
　
願
似

野
佛
の
赤
い
帽
子
や
春
の
風

　
　
　
　
　
　
浦
和
市
登
坂
博
史

越
路
よ
り
来
し
友
の
荷
に
う
ど
あ
り
し

　
　
　
　
　
　
綾
瀬
市
　
野
沢
ま
す
え

鯉
幟
ニ
ッ
上
が
り
て
双
子
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
霜
条
星
名
星
光

　
　
　
お
い
し
い
ね

　
　
　
　
　
　
　
み
ん
な

　
昔
か
ら
、
ご
飯
は
よ
く
か
ん
で
食
べ

る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
　
「
よ
く

か
む
」
と
い
う
こ
と
に
は
、
ど
ん
な
効

果
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。

○
食
物
の
消
化
、
吸
収
を
助
け
る
。

○
唾
液
中
の
酵
素
が
、
有
害
物
質
の
毒

　
消
し
の
役
目
を
す
る
。

○
よ
く
か
む
こ
と
で
、
同
じ
量
を
食
べ

　
て
も
満
腹
感
を
お
ぼ
え
、
肥
満
防
止

　
に
つ
な
が
る
。

○
か
む
運
動
は
脳
へ
行
く
血
管
を
刺
激

　
し
、
脳
の
血
液
循
環
を
良
く
し
、
ボ

　
ケ
の
予
防
に
つ
な
が
る
。
か
む
刺
激

　
そ
の
も
の
が
脳
の
活
動
を
活
発
に
す

　
る
。

　
そ
の
他
、
あ
ご
の
発
育
を
促
す
、
姿

勢
を
良
く
す
る
。
む
し
歯
や
歯
周
病
を

予
防
す
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
頃
、
し
っ
か
り
か
め
な
い
子
供

が
増
え
て
き
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

　
　
轡

　
　
齢

　
　
動

　
　
泌

　
　
枷

　
　
た

　
　
る

　
　
べ
　
　
”

　
　
食
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
圏

鎚
蘇
師
雛
超
、
と
を
遷

「
よ
く
書
」
習
慣
は
・
離
乳
食
で
鈎

徐
々
に
固
さ
を
増
し
て
い
く
過
程
で
身
鱒

に
つ
い
て
い
き
ま
す
。

　
成
長
期
の
子
供
で
は
、
し
っ
か
り
か
爾
魎

舞
葬
講
馨
紡
電

　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
め
る
喜
び

の
幸
せ

す
。
一
回
か
二
回
か
ん
で
飲
み
込
ん
で

し
ま
っ
た
り
、
か
み
に
く
い
食
物
は
水

や
牛
乳
で
飲
み
込
ん
で
し
ま
う
か
。
か
⑳

た
り
　
歯
並
び
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る

原
因
と
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
ひ
と
く
ち

　
食
事
の
時
に
は
一
口
三
十
回
か
む
こ

と
が
よ
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
飲

み
込
む
前
に
も
う
十
回
か
ん
で
み
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
な
る
べ
く
歯
ご
た
え

の
あ
る
食
物
を
取
り
入
れ
る
工
夫
を
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

藩難雛．慧
（『食物かみごたえ早見表』風人社を参考に作成

⑪8．6．10



　
葛
‡
窄
＠
葛
陽

　
戸
籍
の
窓
か
ら

斗　葛暑

き
き
葛
》
◎
φ
骸
葛

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

　
　
　
　
は
る
き
俊
　
一

星
名
　
春
輝
　
　
　
沖

　
　
　
　
　
　
　
真
紀
子

　
　
　
　
は
る
な
義
仁

片
桐
　
春
菜

　
　
　
　
　
　
　
久
　
子

　
　
　
　
は
る
き
利
浩

佐
藤
　
春
輝

　
　
　
　
　
　
　
真
奈
美

　
　
　
　
や
す
え
隆
夫

小
黒
　
康
恵

　
　
　
　
　
　
　
小
百
合

　
　
　
　
二
う
へ
い
　
透

高
橋
　
浩
平

　
　
　
　
　
　
　
み
ゆ
き

　
　
　
　
は
－
る
か
東
作

佐
藤
　
陽
香

　
　
　
　
　
　
　
俊
　
子

立

山
野
田

仁
　
田

木
　
島

仁
　
田

霜
　
条

　
　
表
紙
の
写
真

　
五
月
十
九
日
、
総
合
体
育
館
駐
車
場

で
春
季
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
小
型
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

も
開
か
れ
、
出
場
し
た
六
チ
ー
ム
そ
れ

ぞ
れ
が
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
充

分
に
発
揮
し
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と

お
り
で
す
。

一
位
　
　
赤
谷
チ
ー
ム

ニ
位
　
　
室
島
チ
ー
ム

た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に

（　
佐
藤
真
一
発
電
所
通
り
東

　
風
　
問
　
由
　
貴
　
新
津
市
か
ら

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

高
橋
　
キ
ノ
52
（
武
　
巳
）
坪
　
山

田
村
　
正
行
5
4
（
利
　
一
）
中
島
町

高
橋
　
藤
吉
6
7
（
賢
　
一
）
中
屋
敷

須
藤
　
錬
蔵
69
（
　
修
　
）
仁
　
田

西
方
　
敏
夫
70
（
本
　
人
）
栄
　
町

半
藤
　
サ
イ
73
（
本
　
人
）
あ
か
ね
園

沢
ロ
　
サ
チ
8
0
（
富
士
雄
）
下
平
新
田

渡
貫
　
栄
一
8
6
（
本
　
人
）
あ
か
ね
園

　
　
（
5
月
1
日
～
31
日
届
け
出
分
）

三
位
　
　
木
落
チ
ー
ム

　
一
位
と
な
っ
た
赤
谷
チ
ー
ム
は
、
七

月
二
十
一
日
に
十
日
町
市
で
行
わ
れ
る

十
日
町
地
区
支
会
に
、
町
代
表
と
し
て

出
場
し
ま
す
。
ご
健
闘
を
お
祈
り
し
ま

す
。災
害
に
備
－
冗
て
日
頃
の
　
火
の
用
心

OOO働鱒日0一一一一一一一〇一・900一一餌一〇〇一〇〇・一一〇〇一一〇．0000－OOO賜09一一一一鱒働働口騙〇一〇〇〇一一〇〇〇〇〇一〇一〇〇〇〇一〇〇〇ロー一〇〇一〇■”gO■”900一一葡9一一一6．一〇．■一〇6一一一一一〇働一〇ロー一〇〇一〇働口．900900口0働“00－OO■D．90－00000－ogO
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▲「ゆめのせかい」

3年生渡辺友貴くん

霧．〈rぼくの太陽」
灘籍1年生こばやしなおきくん
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　●休日救急医．

6月16日池田医院（本町西）

　　　a　52－2581
　23日大島医院（川原町）

　　　費　52－2957

　30日中条病院（中条）
　　　2至　57－3018

7月7日第二藤巻医院（上　野）

　　　費　68－2018
　14日国保診療所（高原田）
　　　（クリニック川西）

　　　智　68－2034

　〃日中条病院（中条）
　　　歪｝　57－3018
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（7月号は橘小学校です）

　　　　　　　　　　8．6．10⑫

▲「わたしの太陽」
　1年生こかいなな　さん


